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 要 旨   

 

背景：米国ではアルコール消費および不健康な食習慣の増加が公衆衛生上の重要課題となっており、

これらは肝疾患を含む慢性疾患の発症に関与することが知られている。先行研究ではアルコール摂

取量と食事の質との関連が示されているが、アルコール飲料の種類と食事の質の関係性については

十分に検討されていない。本研究は、アルコール飲料の種類ごとに食事の質を比較し、肝疾患予防

の観点からの示唆を得ることを目的とした。 

 

方法： 2017〜2020年の全米健康栄養調査（NHANES）における 20歳以上の現飲酒者 1,917名の

データを用いて横断解析を実施した。食事の質は Healthy Eating Index(HEI)-2015 により評価さ

れ、アルコール飲料の種類に応じて「ビールのみ」「ワインのみ」「リキュール・カクテルのみ」「複

数種類」の 4群に分類した。「ワインのみ」の群を比較対象群にして、人口動態学、社会経済学、生

活習慣、メタボリックシンドローム有無の変数を共変量として調整した多変量ロジスティック回帰

モデルを採用し、各群間の HEIの差異を検討した。 

 

結果：ビールのみを飲用する群は、他の飲料群に比して収入が低く、喫煙率が高く、身体活動が不

十分である傾向が認められた。また、ビール群のHEIスコアはワイン群に比して有意に低く、調整

モデルにおいても−3.12 ポイントの差が認められた（95%信頼区間: −5.50〜−0.74）。一方、リキュ

ール・カクテル群および複数種類群とワイン群との間に HEIスコアの有意差は見られなかった。感

度分析でも同様の傾向が確認された。 

 

結論： ビールを主に摂取する成人飲酒者は、他のアルコール飲料消費者に比して食事の質が低いこ

とが示された。これは、文化的・行動的背景の違いが影響している可能性がある。公衆衛生政策や

個別の栄養・生活習慣指導において、アルコール飲料の種類と食事の質の相互作用に着目すること

は、肝疾患を含む慢性疾患の予防の観点から有用であると考えられる。  


